
平和祈念式８月９日を迎えて 

今日は８月９日、長崎に原子爆弾が投下されてから８０年目を迎えました。

８０年という月日が流れる中で、被爆体験や戦争体験をされた語り継ぐ方々が

少なくなってきている現状があります。そのような中、小榊小では、被爆家族・

交流証言として、永井徳三郎さんに来校いただき、子供たちへ話をしていただ

きました。（校長通信３３号にて紹介） 

校長からは永井徳三郎さんからいただいた「平和って何だろう？」と考えるこ

とについて話をしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校長室通信 8/9 38号 



校内掲示や各学級のメッセージ、配信による集会 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全学級の平和・人権目標の発表

と平和を願う歌「手をつなごう」

の合唱もすばらしかったです。 


